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ベッティーナ・フォン・アルニムと音楽
山下　　剛
ベッティーナ・フォン・アルニム（1785−1859）と言えば、長いことゲ
ーテや初期ロマン派の詩人たちとのつながりといった伝記的な関心から言
及されるばかりで、作品そのものが文学としてまともに取り上げられるこ
とは少なかったが、最近のジェンダー研究の進展によって、彼女にも従来
とは異なった光が当てられるようになってきた。すなわち、『ゲーテとあ
る子どもの往復書簡』（1835）、『ギュンデローデ』（1840）、『クレーメン
ス･ブレンターノの春の花冠』（1844）などによって初期ロマン派の若々し
い時代精神を改めて思い出させた作家としてだけでなく、三月革命前後の
政治的に保守反動化していたドイツで、さまざまな出来事に際して社会批
判的な著作や文書を発表し、社会や政治の変革のために自ら果敢に行動し
た社会運動家としての一面にも注目が集まりつつあるのである。ベッティ
ーナは1810年にベルリンに移り住んで以来、ラーエル・ファンルンハーゲ
ン・フォン・エンゼ（1771−1833）のサロンの常連であった。また、検閲
が厳しくなり言論の自由が著しく制限されてくる時期に自ら開いていたサ
ロンにはヘーゲル（1770− 1831）、シュライヤーマハー（1786− 1834）、
サヴィニー（1779−1861）、ランケ（1795−1886）といった高名な学者や
作家や文化人も数多く出入りしており、ベッティーナは多種多様な人材や
思想の仲介役として大きな役割を果たした。ゲッティンゲンの七教授事件
で教授の職を追われたグリム兄弟（兄ヤーコプ　1785−1863、弟ヴィルヘ
ルム　1786−1859）をベルリン大学へ招聘する際には、ベッティーナの幅
広い交友関係を生かした働きかけが大きな力となったことも明らかになっ
てきている。
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また、女性音楽史からはベッティーナと音楽の関わりという意外な一面
も紹介されている。以前から、ゲーテ（1749− 1832）とベートーヴェン
（1770−1827）が出会うきっかけを作った人物として、ベッティーナの存
在は文学だけでなく音楽方面でもつとに有名ではあった。しかし、その音
楽活動の実態はほとんど知られていないに等しい。ベッティーナは音楽と
どのような関わりを持っているのか。それはどの程度の芸術性を示し、ベ
ッティーナの全活動の中でどのような位置を占めているのか。本稿では、
このあたりをめぐって話を進めていくことにする。
ロマン派を代表する詩人クレーメンス・ブレンターノ（1778−1842）の
妹であるベッティーナの作家活動は、夫アヒム・フォン・アルニム
（1781−1831）が亡くなった1831年に始まるが、音楽との出会いはそのは
るか以前の幼少期にまで遡る。
ベッティーナは、1785年にフランクフルト・アム・マインの大きな商家
に生まれた。8歳のとき実母を亡くし、フリッツラールにある修道院の寄
宿学校ウルズラ学院に入れられる。この学校時代にベッティーナは最初の
音楽教育を受けている。その後フランクフルト・アム・マイン近郊のオッ
フェンバハに住む、祖母で閨秀作家として名を知られていたゾフィー・フ
ォン・ラロッシュ（1731−1807）の許に預けられ、多くの文人や作家が出
入りする啓蒙主義的な雰囲気の中で、祖母から厳格だが幅広い教育を施さ
れる。このときにヴィオラ奏者で作曲家のフィーリプ・カルル・ホフマン
（1769−1840）から数年間にわたりピアノ、歌、作曲のレッスンを受けた。
その後ミュンヒェンでは、作曲家で宮廷楽長であったペーター･フォン・
ヴィンター（1755−1825）から歌のレッスンを受けている。この時期から
は、後にガスパーロ・スポンティーニ（1774−1851）に献呈された音楽帳
に収録される 5つの歌曲と 2つの二重唱と、後に夫となったアルニムの長
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編小説『ドローレス伯爵夫人の貧と富と罪と贖い』（1810）に匿名で収め
られた２、３の歌曲が伝わっている。
ここで、オッフェンバハ時代のベッティーナの音楽観を窺わせる手紙の
一節を引用しよう。当時、親しく友だち付き合いをしていたカロリーネ・
フォン・ギュンデローデ（1780−1806）に宛てたものである。
私は鳥と同じように人間にも一年のうちに歌いたい衝動に駆られる決
まった時期があると考えずにはいられません。オッフェンバハでのこ
と、あれは６月と７月のことでしたが、あのとき私は歌とともに飛び
起き、夕方には、鳥たちが沈んでゆく太陽に向かって歌おうと日当た
りのよい木のてっぺんに飛んでいくように、いつも高いところへ登っ
たものでした。〔……〕すると私にいくつかのメロディーが浮かんで
きました。それらは音と感情のかすかな触れ合いから萌え出てきたの
です。メロディーは、まるで牢獄につながれているように私の胸の中
で苦しんでいたものから鎖をはずしてくれました。メロディーが一度
にそれに翼を授けると、それは飛び上がり、まったく自由に広がって
いくことができました。──私はよくこう考えました。音楽というも
のはとても軽やかで、いわば自分自身からメロディーとなって拍子に
従うけれど、しかし言葉のように理性に囚われたり支配されたりする
ことははるかに少ないと。言葉は努力なしに考えの拍節を追究し展開
することは決してありません。歌うときにそのように飛び上がり、自
分自身の中で完成されて喉から発せられ、精神によって形成されるこ
とがないメロディー。それははとても驚くべきものなので、私にはそ
れがいつも奇跡のように思われるのです。──言葉というものは精神
の音楽であり、まだ完全には有機的に形成されていないのではないで
しょうか？──ひょっとして感情や感覚や精神は独立した、他に影響
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を及ぼす現象として、ポエジーの言葉によって互いの中へ有機的に結
び付けられるべきではないでしょうか？　詩には精神との親和性が、
情熱がないでしょうか？　ある詩が別の詩を炎の灼熱によって引き寄
せることはないでしょうか？　詩作というものは互いにとって純然た
る熱狂、熱い情熱ではないでしょうか？──ある詩が愛を語ると、詩
は自分自身を愛さずにはいられなくなります。──詩は燃え立たせる
のです！──私はどの感情の歩みも、どの息遣いもともに生きずには
いられません。私は詩を生み出す愛の熱狂のように熱く愛するのです。１）
ここでは、言葉が理性に囚われ支配されているのに対して、メロディー
は言葉になる以前のもっと根源的な感情を純粋に解放するものとして手放
しで称揚されている。そして愛や情熱であらゆるものを引き寄せ結び付け
るポエジーの言葉によって、感情や感覚や精神を詩にまとめ上げていく喜
びが印象的に語られている。
次に、ランツフート時代の音楽仲間で法律家でもあったアロイス・ビー
ラー（1788−1857）の証言に耳を傾けてみよう。彼はサヴィニーの家で見
たベッティーナをこう回想している。
彼女は記譜された歌を歌うことは稀だった。彼女は歌いながら詩を作
り、詩を作りながらすばらしい声で一種の即興曲を歌った。〔……〕
ベッティーナはいつも歌っている間は書きもの机の上に座り、歌声は
まるで雲の上の智天使ケ ル ビ ム の声のように降り注いできた。彼女の外見は一
風変わっていた。彼女は小柄で華奢で、体つきはきわめて均整がとれ
ていた。顔は色白で透き通っており、眩しいほど美しいというよりは
興味を引く顔つきをしていた。そして神秘的な黒い目と長くて豊かな
巻き毛の黒髪の持ち主で、彼女は本から飛び出してきたミニョンのよ
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うに、あるいはその実在のモデルだったように見えた。流行の変化や
表面的な軽薄さを嫌い、彼女はほとんどいつも黒いシルクの、絵のよ
うに美しくたっぷりとした襞が流れ落ちるような衣装に身を包んでい
た。その際に白あるいは黒の太い編み紐が彼女の華奢なウエストを特
に際立たせており、紐の先端は巡礼服のように長く垂れ下がっていた。
〔……〕家に入ってくる者はほとんどいつも、窓際の低い壇か足乗せ
台に腰を下ろして、ゆったりとうずくまりゲーテの著作の一冊を膝の
上に広げている彼女の姿を見た。彼女は女性の仕事にはあまり取り組
んでいなかったように見える。当時この風変わりな人物に近づいた者
は、この人物を生涯もはや忘れることはできなかった。彼女の豊かな
精神、詩的な灼熱と想像力にあふれた沸き立つような活発さ、それら
と結び付いた類まれな優雅さと限りない心の善良さ、これらが彼女に
社交において否応なく人を惹きつける魅力を与えた。おおらかさ、天
才が共通に持つこの特徴は彼女の場合も輝かしいやり方で現れ出てい
た。例えば、あるとき金に困っている人物に援助しなければならない
情況になったとき、彼女は円筒形に一纏めにされていたお金をすぐに
真ん中で二つにばらし、熟慮することも勘定することもなく、その人
物にその片方を手渡したのだった。２）
ベッティーナは感情の赴くままに行動する人物であり、音楽によって捕
らえられるだけでなく、創造へも駆り立てられた。この引用文の中には、
即興で歌を歌い、ゲーテの作品を心から愛する文学少女の姿だけでなく、
後に社会の不正を見逃さず、弱者のために変革に身を捧げていく社会運動
家としての資質も読み取ることができる。
ベッティーナはゲーテやアルニムの詩に刺激を受けていくつかの曲を書
き残しているが、自作の詩に付けたメロディーを書き留めることをしなか
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った。周りの人々はそれを残念に思い、それらを記譜し完成させるように
勧めたものの、ベッティーナ本人はプロの手助けなしにそれをやり遂げる
ことはできなかった。ベッティーナの曲はある程度の完成度を示してはい
ても、所詮は仲間内で楽しむ座興のもので、彼女自身も作曲家としての才
能の限界を自覚しており、それを五線譜に書き留める必要を感じていなか
った。彼女には湧き上がる感情に突き動かされて曲を作り歌う行為こそが
重要であって、それを作品として残すことにはあまり執着しなかったので
ある。
已むにやまれぬ感情に駆られる行動という意味では、ベッティーナの音
楽活動と1831年の夫の死後に本格化していく社会活動には共通の動機が指
摘できるように思われる。ベッティーナは1813年の解放戦争時には傷病兵
を献身的に看護し、1831年にベルリンでコレラが大流行したときには貧民
地区に出向き、自ら病人の救護活動にあたっている。
ベッティーナの音楽への関心と社会批判が一体化した活動としては、
1842年４月２日の王立歌劇場音楽総監督スポンティーニの解任にいたる一
連の論争を取り上げなければならない。
1807年パリにおける『ヴェスタの巫女』の成功でヨーロッパ第一級のオ
ペラ作曲家としての名声を得ていたスポンティーニは、プロイセン王フリ
ードリヒ・ヴィルヘルム 3世（1770− 1840、在位 1797− 1840）の招きに
応じて1820年5月に王立歌劇場の音楽総監督と初代宮廷楽長のポストに就
任し、ベルリンのオペラ上演を当代一流のものにするのに多大な貢献をす
ることになる。彼のグランド・オペラは、マイヤベーア（1791−1864）や
ヴァーグナー（1813−1883）にも大きな影響を与えたと言われている。し
かし一方では、ヴェーバー（1786−1826）の『魔弾の射手』初演（1824）
が時の民族主義の高まりに支えられて大成功を収めると、オペラ・セリア
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中心のスポンティーニの音楽は時代遅れと感じられるようになり、急激に
人気を失っていった。宮廷内のスポンティーニ派は減少の一途を辿ってい
たが、王が強力に庇護したため、スポンティーニの地位が揺らぐことはな
く、依然としてベルリンの音楽界に睨みを効かせていた。３）しかし、1840
年の王の死去によって事態は一変する。新王フリードリヒ・ヴィルヘルム
4世（1795− 1861、在位 1840− 1861）の芸術の好みは前王と異なってい
たため、スポンティーニは影響力を失っていく。それでも新王は前王とス
ポンティーニとの間の契約を重視し、彼を解任せず元の地位に留め置いた。
これが論争の火種となった。
スポンティーニは新王に宛てた書簡で、事実と異なる異議を申し立てた。
すなわち、王立歌劇場の運営においてドイツ人作曲家の作品に対してそれ
にふさわしい関心が向けられていないと訴えたのである。これに対し劇場
総監督が二つの新聞記事で反論し、王立歌劇場においてはどちらが最高責
任者なのか思い知るべきだと述べる。スポンティーニも別の新聞で反論す
る。すなわち、王立歌劇場においては音楽総監督の地位の方が上だ。これ
を変更すれば契約書の署名と新旧どちらの王の神聖なお言葉にも疵をつけ
ることになると訴えたのである。新王を侮辱するこの記事を到底見過ごす
わけにはいかないと考えた劇場総監督のレーダーン伯爵（1802−1883）が、
音楽総監督のスポンティーニを1841年１月にベルリン上級地方裁判所に告
発。スポンティーニに９ヶ月の禁固刑の判決が下る。スポンティーニは直
ちに控訴する。
ベルリンではスポンティーニが解任されたという誤ったうわさが広ま
る。これを打ち消すためスポンティーニは４月２日にウンター・デン・リ
ンデンの歌劇場でモーツァルトの『ドン･ジョバンニ』を指揮することに
する。ところが公演当日、聴衆やスタッフの猛反発に遭い、スポンティー
ニは序曲の演奏だけで命からがらほうほうの体で劇場を脱出する。
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ベッティーナはこの事態にどのような態度を示したのだろうか。ベッテ
ィーナはベートーヴェンやスポンティーニと同世代に属し、ベルリンにお
けるスポンティーニの活躍にも注目していたが、新しいロマン派の音楽に
も親しんでいた。４）彼女は古典派とロマン派のどちらの音楽も客観的に判
断できる立場にあったのである。ベッティーナはスポンティーニの音楽を
必ずしも支持してはいなかったが、スポンティーニを貶めようとするあか
らさまに政治的な動きには義憤を抑えることができなかった。
ベッティーナは、ラーエル・ファルンハーゲンの末弟でありスポンティ
ーニの最も信頼する友人であった商業顧問官モーリッツ・ローベルト=ト
ルノウ（1785−1846）に宛てて手紙を書き５）、これを王が目を通す書類に
紛れ込ませて王の目に触れるようにしてほしいと依頼している（1841年５
月６日付）。ベッティーナは、ことの発端は新聞記事にする際に翻訳者が
スポンティーニの言葉を正確にドイツ語に翻訳しなかったために生じた誤
解にあるとして、ドイツ語が不自由な外国人であるスポンティーニを擁護
している。ベッティーナの目には、スポンティーニが王を侮辱したとの告
発には明確な根拠がなく、法廷の解釈の方がおかしいのであって、法服を
着る資格のない裁判官たちがことを運んでいることこそが最大の問題であ
ると見えた。ベッティーナは歌劇場で騒動が起きたときにそれを抑えるこ
とのできなかった警察の対応にも疑問を呈してこう書いている。
大きな王都の警察が、ありとあらゆる折衝をしたにもかかわらず、オ
ペラハウスの狭い空間の一群の者たちを柵の中に囲い込んでおくこと
ができなかった、あるいは劇場の緞帳を定刻に上げさせることも許さ
れなかったということを、民衆はどんなにか記憶にとどめることにな
るでしょう。〔……〕警察は自分たちの無力さをこのように曝け出し
てしまったことによって、あれこれいろいろな考えを抱いている民衆
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たちに、警察には実のところ自分たちを支配する力がないのではない
かといった重大な考えを、いとも容易く目覚めさせることになりかね
ません。そうなれば、このような主張は次の機会に予言的な予感とし
て瞬く間に実行されないとも限りません。６）
この書簡は1841年５月15日付で雑誌「音楽と音楽学のためのドイツの
国民＝協会年鑑」に掲載され、５月19日付で「アウクスブルク一般新聞」
の折込み文書としても世に出された。ベッティーナはこうして警察の無力
さを告発し、プロイセン王フリードリヒ・ヴィルヘルム４世に向かって間
接的にも革命の予兆を伝えることとなった。この文書が効を奏したのか、
スポンティーニに恩赦が与えられ、地位と収入も保証される。しかしスポ
ンティーニは1842年７月についにベルリンを去る。
スポンティーニの完全無罪とはならなかったこの結果に、ベッティーナ
は落胆の色を隠せなかったが、争いに敗れこれを限りにベルリンを去る作
曲家に対して万感の思いと連帯感を示そうと、1842年春にスポンティーニ
に捧げる歌曲集を出版する。ベッティーナはこの年の１月に知り合ったフ
ランツ・リスト（1811−1886）に宛てて1842年６月20日にこう書いてい
る。
私は７つの歌曲を出版することによって、スポンティーニに約束を果
たしました。それらは頑固きわまりない伴奏ともども彼にぴったりの
歌曲です。これは傷に香油バルザムを塗るように、彼に効くでしょう。このよ
うな霊液を両手に受けたら、認可をもらって不正の犠牲者にこの香油バルザム
を塗ってあげたいと思わない者などあるでしょうか。それに、ひどい
馬鹿騒ぎの中でみんなに痛めつけられた人物が「あなたは命の恩人だ」
と言ってくれたら、私にとってこれ以上に大きな名誉はあるでしょうか。７）
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この歌曲集はおそらくミュンヒェン時代、ランツフート時代のものから
できており、テキストにはゲーテの「おお、震えるな」（『ファウスト』第
一部（1808）所収）と「秋の感情」、そしてアルニムの戯曲『同じような
人々』（1819）、初期長編小説『アリエルの啓示』（1804）、短編小説集『冬
の庭』（1809）から取ったものや未発表のものなど、５つの詩が使われて
いる。1843年２月８日付の「一般音楽新聞」に載った批評は好意的だった
が、これらの作品は「すべていわば最近の音楽技法の発展過程に適合した
ものとしてではなく、時代の好みの方向には無頓着な、独自の欲求から
我々の前に現われたものである。ある種のディレッタント的な素朴さが感
じられる」８）と述べられ、さらにピアノ伴奏にはおそらくプロの手が入っ
ているだろうと推測されている。前記のリスト宛て書簡でベッティーナは
この歌曲集についてこう述べている。
さてこの作品の音楽上の表現法や岩だらけのでこぼこ道について言え
ば、衒学的な耳の持ち主で自分たちにはあまりに暴力的に聞こえる芸術に
関して法律を作る滑稽な鬘かつらども〔裁判官たち〕のためだけだとしても、私
はたった一つの誤った５度音程でも取り除く決心がつきませんでした。私
は子どもの頃、自分の中に深く刻み込まれたリズムを満足させるために、
胸をときめかせながらどんなに楽器を探し回ったことでしょう。私はうっ
とりしながら私だけが気に入っているこれらの音を何千回繰り返したこと
でしょう。さらにとても美しいハーモニー進行をいくつも聞かされたとし
ても、この箇所ではこれら以外の音はどれ一つとしてぴったりだとは決し
て思いませんでした。だからこそすべてのものは、本当に唯一無二の会話
が、音楽を相手に初恋の思いを訥々と語る私の魂の会話であったように、
そのまま保たれなければなりません。９）（角括弧は訳者注）
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ベッティーナにとってはここでも芸術上の完成度は二の次であって、彼
女はたどたどしくても心に浮かんだ純粋な思いに忠実に曲を付けることを
何よりも大事にしていたことがわかる。
ベッティーナは同時代の著名な作曲家や演奏家との交流も少なくなく、
シューマン（1810−1856）やブラームス（1833−1897）から曲を献呈さ
れたりもしている。また、19世紀を代表する大ヴァイオリニストのヨーゼ
フ・ヨーアヒム（1831−1907）が晩年のベッティーナを度々訪ねている。
リストとヨーアヒムはベッティーナの二人の娘に曲を献呈している。ベッ
ティーナ自身も卒中で倒れた後の晩年にいたるまで歌曲作りを続けていた
様子が、1858年４月 21日付のカルル・アウグスト・ファルンハーゲン・
フォン・エンゼ（1785−1858）の日記から窺える。
彼女は私に来てほしいと２、３日前にしつこくせがみ、彼女のさまざ
まな用件について私の助言と助力を求めた。というのも彼女は本の出
版やゲーテ記念碑や歌曲作曲などまだまだいろいろな意図を持ってい
るからである。10）
これまで見てきたように、音楽はベッティーナの生涯において他の活動
と有機的に結び付いており、彼女の存在の重要な一部を形成していたこと
がわかる。すなわち、ベッティーナの活動の背景には通奏低音のようにつ
ねに音楽が流れていたと考えることができるのではないだろうか。これが
文学作品の中ではどのような形で現れているか、これを探るのが今後の課
題となろう。
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